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(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期の連結業績（平成24年４月１日～平成25年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期 221 472.7 36 - 43 - 50 -

24年３月期 38 △89.9 △147 - △135 - △55 -

(注) 包括利益 25年３月期 50百万円( - ％) 24年３月期 △55百万円( - ％)

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年３月期 2,369 85 2,352 28 - 41.5 16.7

24年３月期 △2,645 03 - - - △146.4 △381.7

(参考) 持分法投資損益 25年３月期 -百万円 24年３月期 -百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年３月期 162 7 4.8 370 17

24年３月期 47 △42 △88.5 △1,999 68

(参考) 自己資本 25年３月期 7百万円 24年３月期 △42百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

25年３月期 3 △19 14 9

24年３月期 △0 6 2 10

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向 
(連結)

純資産
配当率 
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年３月期 - - 0 00 - - 0 00 0 00 - - -

24年３月期 - - 0 00 - - 0 00 0 00 - - -

26年３月期(予想) - - 0 00 - - 0 00 0 00 -

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 110 87.0 △5 - △5 - △5 - △256 36

通 期 245 10.8 3 △89.9 3 △91.5 3 △93.9 144 13



  

 

 

 
  
  

・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点におい
て、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。 
  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありませ
ん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。実際の業績等に影響を与える可
能性のある重要な要因には市場における経済事情、取引先との関係等などの事項があります。なお、業
績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「経営成績に関する分析」をご覧
ください。 

・当社は、前連結会計年度で42,315千円の債務超過となっており、株式会社名古屋証券取引所が定める上
場廃止の猶予期間入り銘柄に指定されておりますが、当連結会計年度において債務超過を解消する見通
しであります。ただし、本日別途開示しております「平成25年3月期連結業績予想値と実績値との差
異、特別損失及び特別利益の発生、個別業績の前期実績値との差異並びに当社の債務超過解消の見込み
に関するお知らせ」のとおり、この決算短信開示日現在において、当第四半期連結会計期間で計上した
売上のうち、売上債権の回収が遅延しているものが発生しております。当社としては、売上債権の早期
回収に努めておりますが、今後の当該売上債権の回収状況によっては、当社が本日開示しております業
績との乖離が生じ、当連結会計年度で債務超過が解消できず上場廃止となるリスクがあります。 
  
  

※ 注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期 21,291株 24年３月期 21,291株

② 期末自己株式数 25年３月期 130株 24年３月期 130株

③ 期中平均株式数 25年３月期 21,161株 24年３月期 21,161株

※ 監査手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当連結会計年度におけるわが国経済は、不安定な欧州諸国の金融情勢等の外的な要因及び雇用不安等

の内的な要因などから、引き続き先行き不透明な状況でありますが、平成24年12月の政権交代以降、新

政権の掲げる経済政策への期待感等から、円高是正及び株価上昇が進み、景気回復への明るい兆しが見

え始めております。  

このような経済環境の中、当社グループは顧客企業の事業収益を支援するセールスプロデュース事業

を積極的に推進してまいりました。主力事業であるセールスプロデュース事業は、時計物販、環境関連

商品の販売、デジタル加工データーの売却、海外貿易におけるセールスプロデュース等の売上を計上し

たことにより前年同期と比べ増収となりました。モバイルコンテンツのプロデュース事業は、収益性の

低下したモバイルコンテンツに代替する新規サイトの販促活動を行いましたが、売上高の減少を賄える

収益の確保ができませんでした。一方、費用に関しましては、前連結会計年度から引き続き固定的な経

費の削減を図りました。 

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は221,258千円（前連結会計年度比472.7％増）、営業利益は

36,899千円（前連結会計年度は147,475千円の営業損失）、経常利益は43,584千円（前連結会計年度は

135,069千円の経常損失）となりました。また、取引先及び前役員からの債務免除を受けたことにより

債務免除益8,913千円を計上した一方、収益性の低下したソフトウェアの減損損失1,700千円を計上した

ことにより、当期純利益は50,148千円（前連結会計年度は55,971千円の当期純損失）となりました。 

  

・次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、引き続き売上からの収益を確保することによって、継続的な収益によ

る財務体質の改善を行いながら、新規事業へ営業資源を注入し、さらなる継続的な収益確保を図ってま

いります。 

セールスプロデュース事業においては、現在進めております海外におけるプロデュース事業及び建

設、不動産関連の新規プロデュース事業の立ち上げ並びにパートナー企業とのアライアンス等により継

続的な収益の確保を図ってまいります。モバイルコンテンツのプロデュース事業については、既存コン

テンツからの収益を確保しつつ、収益性の低下したモバイルコンテンツの統廃合を行うことによって収

益性を高めてまいります。 

次期の連結業績見通しにつきましては、売上高245,000千円、営業利益3,700千円、経常利益3,700千

円、当期純利益3,050千円を見込んでおります。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

当連結会計年度末における資産合計は162,170千円（前連結会計年度比238.9％増）となりました。 

流動資産は159,039千円（前連結会計年度比271.3％増）となりました。流動資産の主たる増加理由

は、未収還付法人税等が19,469千円減少したものの、受取手形及び売掛金が119,560千円、商品が

14,891千円、短期貸付金が18,084千円増加したことによるものであります。 

有形固定資産は403千円（前連結会計年度比70.5％減）であります。この主たる減少理由は、建物の

資産除去債務の減価償却によるものであります。 

１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

（２）財政状態に関する分析
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無形固定資産は114千円（前連結会計年度と同じ）であります。また、投資その他の資産の合計は

2,612千円（前連結会計年度比25.9％減）であります。これは、長期貸付金638千円、その他275千円が

減少したことによるものであります。 

(負債) 

当連結会計年度末における負債合計は154,336千円（前連結会計年度比71.1％増）となりました。 

流動負債は148,469千円（前連結会計年度比89.4％増）となりました。この主たる増加理由は、 

支払手形及び買掛金が15,123千円、短期借入金が14,940千円、未払金が12,002千円、未払費用が13,661

千円、預り金が11,550千円増加したことによるものであります。 

固定負債は5,866千円（前連結会計年度比50.1％減）となりました。これは、負ののれんが減少した

ことによるものであります。 

(純資産) 

当連結会計年度末の純資産合計は7,833千円（前連結会計年度は△42,315千円）となりました。この

主たる増加理由は、当期純利益50,148千円を計上したことによるものであります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、期首に比べて1,028千円

減少し、9,740千円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果獲得した資金は3,475千円（前連結会計年度は736千円の使用）となりました。 

これは主として、税金等調整前当期純利益の計上50,798千円、貸倒引当金の増加16,742千円、仕入債

務の増加15,122千円、その他の流動負債の増加37,213千円、法人税等の還付額19,469千円等の資金増加

があったものの、売上債権の増加119,559千円、たな卸資産の増加14,866千円等の資金減少があったこ

との結果によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は19,445千円（前連結会計年度は6,918千円の獲得）となりました。 

これは主として短期貸付金の回収による収入1,054千円があったものの、無形固定資産の取得による

支出2,000千円、短期貸付けによる支出18,500千円があったことによるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当連結会計年度において財務活動の結果獲得した資金は14,940千円（前連結会計年度は2,300千円の

獲得）となりました。これは短期借入金の増加によるものであります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
自己資本比率：自己資本／総資産 

平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期

自己資本比率(％) 16.3 44.6 10.0 △88.5 4.8

時価ベースの自己資本比率
(％)

62.7 258.8 314.2 442.3 163.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(年)

－ － － － 5.0

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

－ － － － 23.7
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時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」を使用しております。有利子負

債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、

キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。 

※平成21年３月期から平成24年３月期までの債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フ

ローがマイナスのため、記載しておりません。 

  

当社は、内部留保を厚くすることで経営基盤の強化を図る政策を最優先しているため利益配当を見送

らせていただいております。今後につきましては、企業体質強化のための内部留保の必要性、各期の経

営成績及び財政状況等を総合的に勘案して、配当を検討していきたいと考えております。 

  

当社の経営成績、株価及び財務状況等に影響を及ぼす可能性のある事項には以下のようなものがありま

す。なお、文中における将来に関する事項は、決算短信提出日現在において当社が判断したものでありま

す。 

 ① プロフィットシェアモデルについて 

プロフィットシェアモデルにおいては、顧客企業の業績等の影響により、当社グループに計画当初の

予測通りの売上高または利益が発生しない可能性や、顧客企業の抱えるリスク(法的規制、システムダ

ウン、ウイルス・ハッカーによる被害等)のうち当社グループでは管理できない要因によって当社グル

ープの収益が間接的に影響を受ける可能性等があります。  

 これらの事態が発生した場合、顧客企業との間でシェアする金額も減少し、当社グループの業績に影

響を及ぼす可能性があります。  

 ただし、業務コストについては、顧客企業との契約時に業務内容及びそれに伴うコストを明確にし、

顧客企業から業務にかかる原価及び経費を回収するなどのリスクの軽減措置を採っております。 

 ② 競合について 

当社グループが展開するセールスプロデュース事業に関しては、各種仲介業者、コンサルティング会

社、プランニング会社、各種代理店等の複数の企業により、当社グループと類似のサービスが提供され

ております。  

 しかし、当社グループが推進するセールスプロデュース事業は、各種専門サービスを個別受注するの

ではなく、顧客企業とのネットワークおよび既存案件から得たノウハウを活用しながら、顧客の事業拡

大や売上拡大支援におけるニーズや課題に応じて、総合的に戦略および戦術を立案・実行していくとい

う点で差別化を図っており、現在のところ当社グループと直接の競合となる企業は少ないものと考えて

おります。  

 ただし、今後、当社グループと直接の競合となる会社が出現し、または競合他社との競争が激しくな

った場合には、受注の減少や価格競争により当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ③ 法的規制について 

セールスプロデュース事業においては、法的規制に抵触するような事実はございませんが、当社グル

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク

イ． 当社グループの事業内容に起因するリスクについて
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ープが提供したサービスもしくは商品等の品質や安全性に瑕疵が生じた場合や法令違反があった場

合、または顧客において法令違反等があった場合には、損害賠償責任等の発生や当社グループおよび当

社グループが提供するサービスの信頼性の低下等により、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性が

あります。  

④ 知的財産権について 

当社グループはセールスプロデュースを行う上では、第三者の知的財産権を侵害せぬよう調査を行っ

ておりますが、当社グループの調査範囲が十分で、かつ当社グループの見解が妥当であるとは保証でき

ません。  

 もし当社グループもしくは当社グループがサービス提供している顧客が、第三者の知的財産権を誤っ

て侵害し、差止請求がなされた場合、あるいは損害賠償請求等が行われた場合には、サービスそのもの

の提供が出来なくなり、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

当社グループは平成25年３月31日現在、グループ従業員計３名と組織の規模が小さく、内部管理体制

も当該組織規模に応じたものになっております。このような状況の中で、現在在職している人材が流出

し必要な人材を確保できなくなった場合、当社グループの求める人材が十分に確保できない場合、また

は当社グループの事業の拡大に伴い、適切かつ十分な人的・組織的対応ができなった場合、当社グルー

プの業績及び事業推進に影響を及ぼす可能性があります。 

当社は、旧商法第280条ノ20および旧商法第280条ノ21の規定に基づき、当社取引先等に対して新株予

約権を付与することを、平成16年３月25日開催の臨時株主総会において決議いたしました。 

 現在、当社は、取引先等に対して新株予約権いわゆるストックオプションを158株付与しておりま

す。これらの新株予約権の行使がなされた場合には、当社グループの１株当たりの株式価値は希薄化す

る可能性があります。 

 また、今後も優秀な人材を確保するために、同様のインセンティブプランを継続して実施していくこ

とを検討しております。従いまして、今後付与される新株予約権の行使が行なわれた場合には、当社グ

ループの１株当たりの株式価値は希薄化する可能性があります。なお、当社の発行済株式総数は21,291

株であり、これに対して、上記の新株予約権付与による潜在株式数は158株(潜在株式を含めた株式総数

に占める比率は0.7％)であります。 

  

当社グループは、前連結会計年度におきまして42,315千円の債務超過となっておりました。当連結会

計年度におきましては、売上による収益の回復及び固定経費の圧縮等により営業利益36,899千円、経常

利益43,584千円、当期純利益50,148千円を計上したことにより債務超過は解消される見通しです。しか

しながら、当連結会計年度に計上した売上に係る売上債権の一部に回収遅延が生じており、今後の当該

売上債権の回収状況によっては、上記売上金額又は利益金額との乖離が発生し、債務超過が解消されな

いリスクがあります。また、当社は本格的及び継続的な業績の回復を確認できるまでには至っていない

こと並びに流動負債の延滞債務が存在する状況に鑑み、依然として継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しているものと認識しております。 

 連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の施策を実施してまいります。 

当社グループは、現在進行中の中国及びロシアにおけるセールスプロデュース事業及び新規事業を早

ロ． 当社グループの組織体制について

ハ． 新株予約権の行使による株式価値の希薄化について

（５）継続企業の前提に関する重要事象等
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期に確立し安定的な収益を確保することにより収益性を高めてまいります。また、モバイルコンテン

ツのプロデュース事業においては、収益性の低下したモバイルサイトの統廃合を行うことによって事業

収益の増加を図ります。 

 一方、流動負債が増加している財務状況を改善するために取引先等への計画的な債務の弁済を行うこ

とにより財務基盤の安定を図ってまいります。 

しかしながら、上記の施策は実施途上にあるため、上記の対応策を実施してもなお継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を

連結財務諸表には反映しておりません。 
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当社グループは、株式会社NowLoading及び連結子会社２社で構成されており、顧客企業の売上および

利益の向上を目的とし、広告宣伝、販売促進を主たる手段とするセールスプロデュース業を行っており

ます。 

  

 
  

２．企業集団の状況

会社名 主要な事業内容 出資比率 当社との関係

㈱NowLoading セールスプロデュース業 － －

㈱インスタイル
モバイルコンテンツプロデュース事業
携帯電話向けコンテンツの企画・運営 100.0%  連結子会社

㈱ビーフォーシー 営業広告支援を中心とするセールスプロデュース業 100.0%  連結子会社
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当社の事業理念は「顧客企業の経営資源を活用し、コストパフォーマンスに優れたサービスの提供を

通じ、需要を創出し、広く社会に貢献する」であります。マーケティングモデルの構築、メディア（広

告、パブリシティー、リアル店舗）によるコミュニケーション、イベントの企画・運営および企業間コ

ラボレーション等を複合的に用いることにより、顧客企業の成長を促すサービスを提供しております。

 今後も国内国外を問わずセールスプロデュースにおける実績を積み重ねることにより、さらなるマー

ケティングノウハウの蓄積を図るとともに、優秀な人材の確保・育成を行い、より顧客満足度の高いサ

ービスの提供に努めてまいります。 

企業価値を増大するため、当社は売上規模の拡大と収益率の向上が重要と考えております。そのため

当社は、継続的な売上の確保及び固定経費等の削減による収益率の向上を図り、着実に営業利益を創出

することに努めてまいります。 

① 海外市場の開拓 

当社は、日本国内で培ったセールスプロデュースのノウハウを生かし、海外企業の日本市場開拓のた

めのセールスプロデュース及び日本企業の海外市場開拓のためのセールスプロデュースなどのビジネス

モデルを構築することにより、中国及びロシア等の市場開拓を行ってまいります。 

② 国内における事業認知度の向上による新規顧客の取込み 

 当社を取り巻く広告・販促市場においては、ユーザーに直結したより直接的なサービスの需要が、

年々高まっております。国内におけるセールスプロデュース事業では、当社独自のマーケティングモデ

ルの確立及び実証済みモデルの水平展開を推進するとともに、更なるマーケティングノウハウの蓄積を

通じ、サービスの高度化を図ることによって新規顧客の獲得を目指します。 

① 継続的な収益の確保及び新規市場の開拓 

 当社グループが対処すべき課題の最重点項目は、売上収益の継続性及び新規市場開拓による収益の拡

大であると認識しており、既存セールスプロデュース事業のサービス向上等による収益の確保を図り、

引き続き海外におけるセールスプロデュース事業の立ち上げも積極的に行うことによって、安定的な収

益の確保を目指します。  

② 新規人材の採用と教育 

 当社グループが提供するサービスの質を向上し、事業を拡大するためには新たな人材の確保が極めて

重要であります。そのため、適材適所で能力を発揮できる優秀な人材を積極的に採用するとともに、教

育による人材のスキル向上を推進してまいります。また、企業価値の最大化のために、コーポレート・

ガバナンスを重視し、リスクマネジメントの強化、内部統制の継続的な改善及び強化を推進してまいり

ます。 

該当事項はありません。  

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題

（５）その他、会社の経営上重要な事項
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,769 9,740

受取手形及び売掛金 4,306 123,866

商品 0 14,891

貯蔵品 449 425

短期貸付金 829 18,913

未収還付法人税等 19,469 －

未収入金 4,038 1,990

その他 3,188 5,046

貸倒引当金 △223 △15,834

流動資産合計 42,828 159,039

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,935 1,935

減価償却累計額 △564 △1,532

建物（純額） 1,370 403

工具、器具及び備品 6,666 6,666

減価償却累計額 △6,167 △6,167

減損損失累計額 △499 △499

工具、器具及び備品（純額） － －

有形固定資産合計 1,370 403

無形固定資産   

その他 114 114

無形固定資産合計 114 114

投資その他の資産   

投資有価証券 1,738 1,738

長期貸付金 10,132 9,494

敷金 732 732

破産更生債権等 197,685 198,817

その他 417 142

貸倒引当金 △207,179 △208,311

投資その他の資産合計 3,526 2,612

固定資産合計 5,011 3,130

資産合計 47,840 162,170
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,143 22,266

短期借入金 2,300 17,240

未払金 33,506 45,508

未払費用 20,451 34,112

未払法人税等 3,164 2,330

未払消費税等 4,511 8,147

預り金 7,313 18,863

流動負債合計 78,391 148,469

固定負債   

資産除去債務 1,935 1,935

負ののれん 9,828 3,931

固定負債合計 11,764 5,866

負債合計 90,155 154,336

純資産の部   

株主資本   

資本金 40,000 40,000

資本剰余金 － －

利益剰余金 △55,025 △4,876

自己株式 △27,290 △27,290

株主資本合計 △42,315 7,833

純資産合計 △42,315 7,833

負債純資産合計 47,840 162,170
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 38,633 221,258

売上原価 44,043 ※1  80,932

売上総利益又は売上総損失（△） △5,409 140,325

販売費及び一般管理費   

役員報酬 27,600 22,290

給料 19,689 7,764

業務委託費 8,155 4,340

貸倒引当金繰入額 2,555 14,918

支払報酬 35,294 31,971

研究開発費 17,000 －

その他 31,769 22,141

販売費及び一般管理費合計 142,065 103,426

営業利益又は営業損失（△） △147,475 36,899

営業外収益   

受取利息 65 57

負ののれん償却額 5,897 5,897

雑収入 7,596 2,869

営業外収益合計 13,559 8,824

営業外費用   

支払利息 215 146

雑損失 937 168

貸倒引当金繰入額 － 1,824

営業外費用合計 1,152 2,139

経常利益又は経常損失（△） △135,069 43,584

特別利益   

資産除去債務戻入益 2,062 －

債務免除益 ※2  11,575 ※2  8,913

過年度消費税還付金 ※3  6,750 －

その他 376 －

特別利益合計 20,763 8,913

特別損失   

減損損失 ※4  2,898 ※4  1,700

特別損失合計 2,898 1,700

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△117,203 50,798

法人税、住民税及び事業税 1,420 650

過年度法人税等戻入額 ※3  △62,652 －

法人税等合計 △61,232 650

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△55,971 50,148

当期純利益又は当期純損失（△） △55,971 50,148
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 連結包括利益計算書 
(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△55,971 50,148

包括利益 △55,971 50,148

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △55,971 50,148

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 
(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 499,790 40,000

当期変動額   

資本金から剰余金への振替 △459,790 －

当期変動額合計 △459,790 －

当期末残高 40,000 40,000

資本剰余金   

当期首残高 608,940 －

当期変動額   

資本金から剰余金への振替 459,790 －

欠損填補 △1,068,730 －

当期変動額合計 △608,940 －

当期末残高 － －

利益剰余金   

当期首残高 △1,067,783 △55,025

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △55,971 50,148

欠損填補 1,068,730 －

当期変動額合計 1,012,758 50,148

当期末残高 △55,025 △4,876

自己株式   

当期首残高 △27,290 △27,290

当期末残高 △27,290 △27,290

株主資本合計   

当期首残高 13,656 △42,315

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △55,971 50,148

当期変動額合計 △55,971 50,148

当期末残高 △42,315 7,833

純資産合計   

当期首残高 13,656 △42,315

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △55,971 50,148

当期変動額合計 △55,971 50,148

当期末残高 △42,315 7,833
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純
損失（△）

△117,203 50,798

減価償却費 1,090 1,542

負ののれん償却額 △5,897 △5,897

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,157 16,742

受取利息及び受取配当金 △65 △57

支払利息 215 146

資産除去債務戻入益 △2,062 －

減損損失 2,898 1,700

売上債権の増減額（△は増加） 100,575 △119,559

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,726 △14,866

仮払金の増減額（△は増加） 3,686 1

その他の流動資産の増減額（△は増加） △172 189

仕入債務の増減額（△は減少） △18,666 15,122

未払消費税等の増減額（△は減少） 1 3,636

破産更生債権等の増減額（△は増加） △3,798 △1,131

その他の流動負債の増減額（△は減少） △10,565 37,213

その他 2,321 －

小計 △43,759 △14,420

利息及び配当金の受取額 20 57

利息の支払額 △179 △146

法人税等の支払額 － △1,484

法人税等の還付額 43,182 19,469

営業活動によるキャッシュ・フロー △736 3,475

投資活動によるキャッシュ・フロー   

無形固定資産の取得による支出 － △2,000

短期貸付けによる支出 － △18,500

短期貸付金の回収による収入 805 1,054

敷金及び保証金の差入による支出 △1,100 －

敷金及び保証金の回収による収入 7,213 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,918 △19,445

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,300 14,940

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,300 14,940

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,482 △1,028

現金及び現金同等物の期首残高 2,286 10,769

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  10,769 ※1  9,740
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当連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日） 

当社グループは、前連結会計年度におきまして42,315千円の債務超過となっておりました。当連結会計

年度におきましては、売上による収益の回復及び固定経費の圧縮等により営業利益36,899千円、経常利益

43,584千円、当期純利益50,148千円を計上したことにより債務超過は解消される見通しです。しかしなが

ら、当連結会計年度に計上した売上に係る売上債権の一部に回収遅延が生じており、今後の当該売上債権

の回収状況によっては、上記売上金額又は利益金額との乖離が発生し、債務超過が解消されないリスクが

あります。また、当社は本格的及び継続的な業績の回復を確認できるまでには至っていないこと並びに流

動負債の延滞債務が存在する状況に鑑み、依然として継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状

況が存在しているものと認識しております。 

 連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の施策を実施してまいります。 

当社グループは、現在進行中の中国及びロシアにおけるセールスプロデュース事業及び新規事業を早期

に確立し安定的な収益を確保することにより収益性を高めてまいります。また、モバイルコンテンツのプ

ロデュース事業においては、収益性の低下したモバイルサイトの統廃合を行うことによって事業収益の増

加を図ります。 

 一方、流動負債が増加している財務状況を改善するために取引先等への計画的な債務の弁済を行うこと

により財務基盤の安定を図ってまいります。 

しかしながら、上記の施策は実施途上にあるため、上記の対応策を実施してもなお継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められます。 

 なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を連

結財務諸表には反映しておりません。 

  

１ 連結の範囲に関する事項 

   (1) 連結子会社の数 ２社 

      連結子会社の名称 

     ㈱インスタイル 

     ㈱ビーフォーシー 

  (2) 主要な非連結子会社名 

    ㈱NLホールディングス 

    ㈲NLキャピタル 

    連結の範囲から除いた理由 

 非連結子会社２社は、いずれも小規模であり、連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため

であります。 

２ 持分法の適用に関する事項 

  (1) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称 

    ㈱NLホールディングス 

    ㈲NLキャピタル 

持分法を適用しない理由 

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)
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 持分法を適用していない会社は、いずれも小規模であり、全体としても重要性がないため、持分

法の適用範囲から除外しております。 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

    連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

４ 会計処理基準に関する事項 

  (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法  

  (イ) 有価証券 

        その他有価証券 

        時価のないもの 

移動平均法による原価法によっております。 

  (ロ) たな卸資産 

通常の販売目的で保有するたな卸資産 

  評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっております。 

    ａ 商品 

個別法による原価法によっております。 

    ｂ 貯蔵品 

最終仕入原価法による原価法によっております。 

  (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

  (イ) 有形固定資産 

      定率法によっております。 

      主な耐用年数は次のとおりであります。 

    建物        ３年～15年 

    工具、器具及び備品 ４年～８年 

なお取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づく３年均等償却によ

っております。 

  (ロ) 無形固定資産 

  自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(３年～５年)に基づく定額法によっ

ております。 

  (3) 重要な引当金の計上基準 

      貸倒引当金 

  債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

  (4) のれんの償却方法及び償却期間 

  負ののれんは５年間で均等償却しております。 

  (5) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

  手許現金、随時引出可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

  (6) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

    消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税及び地方消費税は、当連
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結会計年度の費用として処理しております。  

  

※１  期末たな卸高は収益性の低下による簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含

まれております。 

  

 
※２ 債務免除益の内容 

前連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

当社取引先からの買掛金及び支払報酬の債務減免によるものであります。 

当連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日) 

当社子会社外注先に対する買掛金7,111千円及び当社前取締役に対する役員報酬等1,802千円の債務免

除を受けたものです。 

※３ 過年度消費税還付金及び過年度法人税等戻入額の内容 

前連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

過年度決算修正に伴い過年度消費税及び過年度法人税等の還付を受けたことによるものであります。

※４ 当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

前連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

  減損損失の内訳は次のとおりであります。 

 
 当社グループは、原則として、事業用資産については経営管理上の事業区分を基準としてグルーピン

グを行っており、遊休資産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

 当連結会計年度において、急速な事業環境の変化により業績が悪化したモバイルコンテンツのプロデ

ュース事業に係る資産グループの帳簿価額を、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

（2,898千円）として特別損失に計上しました。 

 なお、モバイルコンテンツのプロデュース事業に係る資産グループの回収可能価額は使用価値により

測定しておりますが、将来キャッシュ・フローに基づく使用価値がマイナスであるため回収可能価額を

ゼロとして評価しております。 

当連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日) 

  減損損失の内訳は次のとおりであります。 

 
 当社グループは、原則として、事業用資産については経営管理上の事業区分を基準としてグルーピン

グを行っており、遊休資産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

 当連結会計年度において、急速な事業環境の変化により業績が悪化したモバイルコンテンツのプロデ

ュース事業に係る資産グループの帳簿価額を、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

（1,700千円）として特別損失に計上しました。 

 なお、モバイルコンテンツのプロデュース事業に係る資産グループの回収可能価額は使用価値により

測定しておりますが、将来キャッシュ・フローに基づく使用価値がマイナスであるため回収可能価額を

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

－ 2,321千円

種類 金額 会社

ソフトウェア 2,898千円 ㈱インスタイル

種類 金額 会社

ソフトウェア 1,700千円 ㈱インスタイル
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ゼロとして評価しております。 

  

前連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

 
２ 自己株式に関する事項 

 
３ 新株予約権等に関する事項 

 
(注) 1. 目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。 

２．目的となる株式の数の変動事由の概要 

     第２回新株予約権の減少は、権利失効によるものであります。 

４ 配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

 
２ 自己株式に関する事項 

 
３ 新株予約権等に関する事項 

 
(注) 1. 目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。 

４ 配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 21,291 － － 21,291

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 130 － － 130

会社名 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高 
(千円)

当連結
会計年度期首

増加 減少
当連結 

会計年度末

提出会社
第２回新株予約権 普通株式 84 － 84 － －

第３回新株予約権 普通株式 158 － － 158 －

合計 242 － 84 158 －

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 21,291 － － 21,291

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 130 － － 130

会社名 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高 
(千円)

当連結
会計年度期首

増加 減少
当連結 

会計年度末

提出会社 第３回新株予約権 普通株式 158 － － 158 －

合計 158 － － 158 －
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※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金 10,769千円 9,740千円

現金及び現金同等物 10,769千円 9,740千円
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前連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日)及び当連結会計年度(自  平成24年４

月１日  至  平成25年３月31日) 

当社及び連結子会社の事業は、セールスプロデュース業の単一セグメントであります。従いまして、

開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。  

  

前連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

当社グループのサービスは、単一のセールスプロデュース業でありますので、記載を省略しておりま

す。 

２  地域ごとの情報 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの有形固定資産の金額の合計額に占める日本の割合が、

いずれも90％を超えているため、地域に関する情報の記載を省略しております。 

３  主要な顧客ごとの情報 

 
  

当連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

当社グループのサービスは、単一のセールスプロデュース業でありますので、記載を省略しておりま

す。 

２  地域ごとの情報 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの有形固定資産の金額の合計額に占める日本の割合が、

いずれも90％を超えているため、地域に関する情報の記載を省略しております。 

３  主要な顧客ごとの情報 

 
  

前連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

(関連情報)

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱エクシング 15,815 セールスプロデュース業

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱ラク・ティー 76,190 セールスプロデュース業

タイムクリエイト・ホールディング
ス㈱

59,703 セールスプロデュース業

㈱リーアンドカンパニー 36,190 セールスプロデュース業

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

報告セグメント
全社・消去
(千円)

合計 
(千円)セールスプロデュー

ス事業 (千円)
合計
(千円)

減損損失 2,898 2,898 － 2,898
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当連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日) 

 
  

前連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

平成22年４月１日前に行われた子会社株式の取得により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高

は、以下のとおりであります。 

 
  

当連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日) 

平成22年４月１日前に行われた子会社株式の取得により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高

は、以下のとおりであります。 

 
  

該当事項はありません。 

報告セグメント
全社・消去
(千円)

合計 
(千円)セールスプロデュー

ス事業 (千円)
合計
(千円)

減損損失 1,700 1,700 － 1,700

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

報告セグメント
全社・消去
(千円)

合計 
(千円)セールスプロデュー

ス事業 (千円)
合計
(千円)

当期償却額 5,897 5,897 － 5,897

当期末残高 9,828 9,828 － 9,828

報告セグメント
全社・消去
(千円)

合計 
(千円)セールスプロデュー

ス事業 (千円)
合計
(千円)

当期償却額 5,897 5,897 － 5,897

当期末残高 3,931 3,931 － 3,931

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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(注) １．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

   ２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の

算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

該当事項はありません。 

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

１株当たり純資産額 △1,999.68円 370.17円

１株当たり当期純利益金額又は１株
当たり当期純損失金額（△）

△2,645.03円 2,369.85円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額

－ 2,352.28円

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金
額（△）

  当期純利益又は当期純損失（△）(千円) △55,971 50,148

  普通株式に係る当期純利益又は当期純損失（△）
 (千円)

△55,971 50,148

  普通株式の期中平均株式数(株) 21,161 21,161

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

  当期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(株) ― 158

  (うち新株予約権(株)) ― 158

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

―

前連結会計年度末
(平成24年３月31日)

当連結会計年度末
(平成25年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) △42,315 7,833

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) △42,315 7,833

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

21,161 21,161

(重要な後発事象)
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